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　かつては、「真岡」
といえば、そのまま木
綿の代名詞として通用
した時期がありまし
た。丈夫で質が良く、
絹のような肌ざわりの
真岡木綿は絶大な人
気を得て、江戸時代に
隆盛を極めました。当
時、江戸の問屋はこ
ぞって真岡木綿を求
め、木綿の仕入高の
約8割が真岡木綿で
あったという記録があ
ります。
　しかし、開国による
輸入綿糸流入などで
衰退し、戦後にはほと
んど途絶えていましたが、昭和61年に真岡商工会議所
が中心となって真岡木綿の復興を図り、昔ながらの技
術と伝統をしっかりと受け継ぎ、今に伝えています。
　わたの栽培から糸紡ぎ、染め、織りまでを手作業で
行う真岡木綿。その素朴な風合いと肌触りのよさが多
くのファンを魅了しています。真岡木綿会館では、糸紡
ぎや生産工程が見学できるほか、機織り、染色体験が
できます。

真岡木綿会館　0285（83）2560

■巻頭言
　「子育て環境日本一」・「いつまでも健康で
　いきいきとしているまちづくり」を目指して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢板市長　遠藤　忠
̶
■メインテーマ

平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会
通常総会 
̶
■国保運協会長プロフィール

国保制度を続けるために！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下野市　磯辺　香代
̶
■突撃ルポ 保険者みてある記

　第105回　真岡市
だれもが「ほっと」できるまち
̶
■特別寄稿①

第2回
「八丈島における徴収改革」
《法律どおりやろごん！！》
NPO法人ローカルガバメント・ネットワーク理事長　堀　博晴
̶
■特別寄稿②

第2回
習慣化の科学　《ダイエット編（前半）》
　　株式会社キャンサースキャン　石川　善樹・川本　彩多利
̶
■保健師活動報告

「命の尊さがわかり、他者への思いやりがある
  子どもの育成を目指して」

《中学校における思春期ふれあい体験教室を通して》
　　　　　　　　　　　 那須烏山市　こども課　野崎　真理子
̶
■保険者だより

はがまち  ウェルネス運動教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芳賀町
̶
■私の趣味と健康法

仲間とのゴルフとカラオケで健康維持
　　　　　　　益子町　住民課長　堀野　鉄男
̶

■ただいまこくほ最前線

　情熱！国保！
　　足利市　保険年金課　国民健康保険担当　　
　　　　　　　　　　　　主　査　中村　　等
　いつでもフルマラソン走れます。
　　栃木市　西方総合支所　生活環境課
　　保険医療担当　　　　主　事　石川　陽一
̶
■リポート

　平成26年度国民健康保険料（税）徴収実務研修会
　平成26年度国保事務担当職員研修会
　保健事業に関する保険者説明会
　平成26年度全国市町村国保主管課長研究協議会
　平成26年度国保セミナー
̶
■歩こう、歩こう！あの道この道
　関東ふれあいのみち
　　「焼き物としいの木のみち」を歩こう
̶
■国保連合会のうごき

　平成26年10月、11月、12月
̶
■国保連合会からのお知らせ
　（ラジオ放送、新聞広報）
̶
■編集後記
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矢板市長
遠 藤 　忠

矢板市長
遠 藤　 忠

「
子
育
て
環
境
日
本
一」・

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き

と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
て

「
子
育
て
環
境
日
本
一」・

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き

と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
て

巻頭言巻頭言
　

矢
板
市
は
、
美
し
い
高
原
山
に
抱
か
れ

て
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
日
々
の
暮
ら

し
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
素
晴
ら
し

い
ま
ち
で
す
。
こ
の
自
然
を
守
り
、
未
来

へ
引
き
継
い
で
い
く
の
は
私
た
ち
の
役
目

で
あ
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
こ
の
自

然
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
矢
板
の
良
さ
を

活
か
し
て
、
未
来
に
夢
と
希
望
が
も
て
る

矢
板
市
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
市
政
の
持
続
的
発
展
を
図
る

た
め
、「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
、

様
々
な
施
策
を
展
開
し
、
矢
板
市
で
子
ど
も

を
生
み
、
子
育
て
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
達
成
す

る
た
め
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
生
活
の

利
便
性
や
働
く
場
所
の
確
保
な
ど
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
定
住
促
進
を

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
片
岡
駅
の
橋
上
駅
舎
を
含
め

た
片
岡
駅
周
辺
整
備
も
進
め
て
お
り
、
駅
西

口
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、

片
岡
地
区
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
市
内
に
東
北
自
動
車
道

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
、
Ｊ
Ｒ
駅
が
２

箇
所
あ
り
、
公
共
交
通
網
が
充
実
し
て
い

る
の
も
矢
板
市
の
魅
力
の
一
つ
で
、
今
後
、

駅
を
中
心
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
も
調
査
研
究
し
、
人
口
減
少
対
策
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
共
に
、
矢
板

市
民
と
し
て
の
誇
り
の
も
て
る
「
市
民
力
」

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
を
支
え
、
国
民
皆

保
険
の
も
と
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
制
度
を
実
現

し
、
高
い
保
健
医
療
水
準
を
達
成
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
構
成
の
変
化
と
、
医
療
の
高

度
化
に
よ
る
治
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
国

民
皆
保
険
を
堅
持
し
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

の
構
造
改
革
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
市
民
の

健
康
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
、
健
康
の

質
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
矢
板
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
民

誰
し
も
の
願
い
で
あ
る
健
康
と
長
寿
を
確

保
し
つ
つ
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
た
め

に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
原
因
と
さ
れ
る

内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目
し
、
特
定
健
診
、
特

定
保
健
指
導
の
推
進
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
費
適
正
化
、
国
民
健
康
保
険
税

の
収
納
率
向
上
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
、

国
保
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
、

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
「
市
民
協
働
」
に

よ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
み
、「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と

し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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７
月
30
日
（
水
）、
国
保
連
合
会
大
会
議

室
に
お
い
て
平
成
26
年
度
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、
議
決
事
項
と
し
て
平
成
25
年
度

事
業
報
告
及
び
各
会
計
決
算
等
14
議
案
す

べ
て
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

今
後
も
積
極
的
な
保
険
者
支
援
を
実
施

　

は
じ
め
に
、佐
藤
理
事
長
（
宇
都
宮
市
長
）

が
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に

て
議
論
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
と
市
町
村

の
役
割
分
担
及
び
今
後
の
動
向
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ

ム
の
運
用
開
始
と
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す

る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
地
域
の
健
康
課

題
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
保
険
者
の
取
り
組

む
健
康
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
、
積

極
的
に
支
援
し
て
参
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
栃
木
県
保
健
福

祉
部
国
保
医
療
課
長
入
野
好
市
氏
よ
り
、

県
及
び
保
険
者
に
と
っ
て
重
要
な
財
政
基

盤
強
化
策
の
具
体
策
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
現
状
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、

追
加
公
費
の
投
入
等
と
併
せ
て
、
更
な
る

保
険
料
収
納
対
策
の
強
化
、
医
療
費
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
等
保
険
者
自
ら
の

事
業
運
営
の
改
善
も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、

最
後
に
「
国
保
連
合
会
と
緊
密
に
連
携
し

て
、
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

平
成
26
年
度

  

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

「議長」高根沢町長　加藤公博氏 栃木県保健福祉部国保医療課長　入野好市氏

佐藤理事長

事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
可
決
承
認

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

　

本
総
会
で
は
、
議
長
に
高
根
沢
町
長
の
加

藤
公
博
氏
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件

と
議
決
事
項
14
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
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平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
 Ⅰ 報告事項
報告第１号　理事長専決事項報告について

１　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療
に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

２　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別
会計歳入歳出予算補正について

３　栃木県国民健康保険団体連合会海外療養費不正請求対策支援業務規則の制定について
４　栃木県国民健康保険団体連合会介護給付費審査委員会委員報酬並びに費用弁償規程の
一部改正について

５　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業
特別会計歳入歳出予算補正について

６　栃木県国民健康保険団体連合会職員等旅費規則の一部改正について
７　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別
会計歳入歳出予算補正について

報告第２号　規則の一部改正について
１　栃木県国民健康保険団体連合会支部設置規則の一部改正について
２　栃木県国民健康保険団体連合会保険者事務共同電算処理事業規則の一部改正について

 Ⅱ 議決事項
議案第１号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
議案第２号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第３号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の

認定について
議案第４号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入

歳出決算の認定について
議案第５号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同

事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第６号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業

特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第７号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決

算の認定について
議案第８号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入

歳出決算の認定について
議案第９号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳

入歳出決算の認定について
議案第10号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
議案第11号　平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出決算

の認定について
議案第12号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
議案第13号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳

入歳出予算補正について
議案第14号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業

務勘定）歳入歳出予算補正について

 Ⅲ その他　
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　平成25年度の事業については、平成25年2月22日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及
び関係機関と連携を図り、保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いました
ので、その概況を報告します。

第1　国民健康保険事業の安定的運営
第2　国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業の効率化等
第3　共同事業の効率的推進
第4　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第5　介護保険事業関係業務の適正執行
第6　新規事業への対応	 	 	 	 	 	 	
第7　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備	 	 	 	 	

第１		国民健康保険事業の安定的運営	
　国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と連携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある
情報の提供に努めた。
　また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一
丸となり、より一層の国民健康保険事業の安定的運営に向けた運動を展開した。	

第２		国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業の効率化等
　審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図
ることはもとより、審査事務共助支援システム及び国保総合システムに実装の縦覧・横覧の審査機能を
活用し、審査の更なる精度向上を図った。	
　また、出産育児一時金等の支払業務及び後期高齢者医療事務代行業務の適正化かつ効率化を図っ
た。	

第３		共同事業の効率的推進
　保険者事務共同電算処理事業の更なる事業の拡充を図るため、国保総合システム機能を活用し、保険
者事務の効率化を図った。
　また、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業の効率化、更には求償金の滞留防止等により第
三者行為損害賠償求償事務共同処理事業の効率化を図った。	

第４　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
　生涯元気で活力ある地域づくりを支援するための人材育成および本会が提供する医療データの活用を
推進した。また、栃木県保険者協議会を通じ地域・職域保険の連携強化等により保健事業の実効性を高
めるなど、市町保健事業の支援を行った。	
　特に、生活習慣病対策のために医療保険者に位置づけられた特定健診等の受診率目標達成のための支
援を強化した。併せて、特定健診等のデータ管理業務の適正執行に努めた。

第５　介護保険事業関係業務の適正執行
　介護給付適正化事業の積極的推進による保険者の支援、介護給付費審査支払業務、障害者総合支援給
付費支払事業の充実・強化及び苦情処理担当者の連携強化、苦情・相談への対応の充実等により介護
サービスの質的向上を図った。

第６　新規事業への対応
　保険者のニーズに対応した事業の実施に向け、平成25年度から国保中央会が開発した標準システムで
ある各種システムの機器更改に順次対応するとともに、新たに構築する国保データベース（KDB）シ
ステムの本稼働に向けた取り組みを行った。
　更に、保険者支援事業として、各種システム機器更改に併せ、保険者端末を無償貸与により提供し
た。

第７　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
　保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効率的に進めるため、平成25年度本会事業計画の重
点目標の取り組み方針に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努めた。

平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書



5

平成25年度栃木県国民健康保険団体連合会一般・特別両会計歳入歳出決算の状況（対前年比）

［備考］上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係
業務特別会計の主治医意見書料及び介護職員処遇改善交付金、特定健診費用決済業務、円滑導入関係諸費（事業費、特定資産支出、借入金償還金、諸
支出金、特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）繰出金）を除いた数字（事務運営に要する経費）である。

一般会計

会　　計　　区　　分

歳　入　決　算　額 歳　出　決　算　額 歳　入　歳　出　差　引　額

平成24年度 平成25年度 前年比 平成24年度 平成25年度 前年比 平成24年度 平成25年度 前年比

（219,260,055）
219,260,055

（1,232,663,074）
1,232,663,074

143,378,133,889

5,603,740

2,883,787,417

5,026,414,390

151,293,939,436

（711,543,040）
711,543,040

170,241,148,281

540,933,918

170,782,082,199

（10,468,965）
23,498,062,736
（16,954,130）

440,923,353
（235,692,997）

743,149,021

107,799,085,974

913,046,719

108,712,132,693

（44,058,057）
44,058,057

24,013,561,317

1,170,421,940

25,183,983,257

（55,660,595）
1,135,367,188
（51,166,220）
7,358,026,550

6,889,604

（2,577,467,133）
491,362,080,263

（237,230,442）
237,230,442

（1,445,060,087）
1,445,060,087

145,655,266,910

－

3,365,410,591

4,987,859,567

154,008,537,068

（772,986,633）
772,986,633

176,088,218,863

854,642,363

176,942,861,226

（8,987,590）
23,240,055,678
（17,940,011）

485,167,959
（275,768,036）

613,176,278

113,007,174,843

1,016,986,287

114,024,161,130

（50,814,849）
50,814,849

25,434,660,882

1,218,302,042

26,652,962,924

（62,545,544）
1,163,977,106
（55,836,305）
2,550,377,833

6,983,151

（2,927,169,497）
502,194,352,364

108.2%
108.2%
117.2%
117.2%

101.6%

－

116.7%

99.2%

101.8%

108.6%
108.6%

103.4%

158.0%

103.6%

85.8%
98.9%

105.8%
110.0%
117.0%
82.5%

104.8%

111.4%

104.9%

115.3%
115.3%

105.9%

104.1%

105.8%

112.4%
102.5%
109.1%
34.7%

101.4%

113.6%
102.2%

（218,231,473）
218,231,473

（823,150,302）
823,150,302

143,348,387,705

5,603,740

2,882,315,588

5,026,414,390

151,262,721,423

（558,340,685）
558,340,685

170,231,297,294

539,933,557

170,771,230,851

（7,851,472）
23,494,279,240
（11,533,689）

435,502,912
（142,829,024）

650,285,048

107,798,444,516

913,042,672

108,711,487,188

（31,064,149）
31,064,149

24,013,539,913

1,170,421,940

25,183,961,853

（55,000,548）
1,134,707,141
（43,524,547）
7,350,384,877

86,869

（1,891,525,889）
490,625,434,011

（237,043,360）
237,043,360

（1,343,748,742）
1,343,748,742

145,625,642,698

－

3,363,939,494

4,987,859,567

153,977,441,759

（682,836,989）
682,836,989

176,078,380,164

853,641,949

176,932,022,113

（7,534,493）
23,237,386,577
（11,787,664）

479,015,612
（195,265,454）

532,673,696

113,006,533,385

1,016,982,240

114,023,515,625

（29,305,397）
29,305,397

25,434,639,478

1,218,302,042

26,652,941,520

（61,556,585）
1,162,988,147
（45,164,816）
2,539,706,344

84,352

（2,614,243,500）
501,830,710,233

108.6%
108.6%
163.2%
163.2%

101.6%

－

116.7%

99.2%

101.8%

122.3%
122.3%

103.4%

158.1%

103.6%

96.0%
98.9%

102.2%
110.0%
136.7%
81.9%

104.8%

111.4%

104.9%

94.3%
94.3%

105.9%

104.1%

105.8%

111.9%
102.5%
103.8%
34.6%

97.1%

138.2%
102.3%

（1,028,582）
1,028,582

（409,512,772）
409,512,772

29,746,184

0

1,471,829

0

31,218,013

（153,202,355）
153,202,355

9,850,987

1,000,361

10,851,348

（2,617,493）
3,783,496

（5,420,441）
5,420,441

（92,863,973）
92,863,973

641,458

4,047

645,505

（12,993,908）
12,993,908

21,404

0

21,404

（660,047）
660,047

（7,641,673）
7,641,673

6,802,735

（685,941,244）
736,646,252

（187,082）
187,082

（101,311,345）
101,311,345

29,624,212

－

1,471,097

0

31,095,309

（90,149,644）
90,149,644

9,838,699

1,000,414

10,839,113

（1,453,097）
2,669,101

（6,152,347）
6,152,347

（80,502,582）
80,502,582

641,458

4,047

645,505

（21,509,452）
21,509,452

21,404

0

21,404

（988,959）
988,959

（10,671,489）
10,671,489

6,898,799

（312,925,997）
363,642,131

18.2%
18.2%
24.7%
24.7%

99.6%

－

100.0%

－

99.6%

58.8%
58.8%

99.9%

100.0%

99.9%

55.5%
70.5%

113.5%
113.5%
86.7%
86.7%

100.0%

100.0%

100.0%

165.5%
165.5%

100.0%

－

100.0%

149.8%
149.8%
139.6%
139.6%

101.4%

45.6%
49.4%

業務勘定

業務勘定

業務勘定

業務勘定

国民健康保険診療報
酬支払勘定
老人保健診療報酬支
払勘定
公費負担医療に関す
る診療報酬支払勘定
出産育児一時金等に
関する支払勘定

　  小　　　　計

後期高齢者医療診療
報酬支払勘定
公費負担医療に関す
る診療報酬支払勘定

　  小　　　　計

介護給付費支払勘定

公費負担医療等に関
する報酬等支払勘定

　  小　　　　計

障害介護給付費支払
勘定

障害児給付費支払勘定

　  小　　　　計

支

　払

　勘

　定

支

　払

　勘

　定

支

　払

　勘

　定

支

　払

　勘

　定

特定健診保健指導費用決済業務
特別会計
国保高齢者医療制度円滑導入基
金事業特別会計

職員厚生資金貸付金特別会計

　　　　合　　　　計

保険財政共同安定化事業・高額
医療費共同事業特別会計
第三者行為損害賠償求償事務共
同処理事業特別会計

関
係
業
務
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

支

払

特

別

会

計

診

療

報

酬

審

査

業

務

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業
関
係

関
係
業
務
等
特
別
会
計

障
害
者
総
合
支
援
法
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下
野
市
は
、
平
成
18
年
１
月
10
日
に
南

河
内
町
・
石
橋
町
・
国
分
寺
町
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
市
で
あ
り
ま
す
。
栃
木
県
の

中
南
部
に
位
置
し
、
東
に
鬼
怒
川
と
田
川
、

西
に
思
川
と
姿
川
が
流
れ
る
高
低
差
の
あ

ま
り
な
い
、
古
来
よ
り
開
け
た
平
坦
で
安

定
し
た
自
然
災
害
も
少
な
い
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
都
心
か
ら
約
85
㎞
圏
内
に
位
置

し
、
面
積
は
74
・
５
８
㎢
で
、
小
金
井
駅
、

自
治
医
大
駅
、
石
橋
駅
の
３
つ
の
駅
を
有
す

る
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
と
東
北
新
幹
線
に
並
行

し
た
国
道
４
号
線
及
び
国
道
新
４
号
線
が

縦
断
し
て
お
り
、
国
道
新
４
号
線
に
は
平
成

23
年
５
月
に
第
三
セ
ク
タ
ー
「
道
の
駅
し
も

つ
け
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
毎
年
２
６
０
万

人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
下
野

市
は
、
７
世
紀
末
に
創
建
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
日
本
三
戒
壇
の
一
つ
と
し
て

設
置
さ
れ
た
下
野
薬
師
寺
や
８
世
紀
に
聖

武
天
皇
の
詔
に
よ
り
、
下
野
国
分
寺
・
国

分
尼
寺
が
建
立
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
歴

史
、
文
化
に
因
ん
だ
も
の
で
、
古
代
東
国

地
方
の
文
教
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。

　

合
併
後
の
下
野
市
が
よ
り
豊
か
で
活
力

あ
る
新
し
い
ま
ち
と
な
る
た
め
の
指
針
と

し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
の

８
年
間
の
行
政
運
営
の
柱
と
し
て
「
下
野

市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、「
思
い
や
り
と

交
流
で
創
る
新
生
文
化
都
市
」
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
を
務
め

ら
れ
る
磯
辺
香
代
氏
は
、
旧
南
河
内
町
の

町
議
を
３
期
務
め
ら
れ
、
教
育
民
生
常
任

委
員
長
、
監
査
委
員
等
の
要
職
及
び
国
保

運
営
協
議
会
委
員
長
を
約
１
年
９
か
月
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
５
月
に
下
野

市
の
市
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
現
在
３

期
目
在
職
中
で
あ
り
、
総
務
常
任
副
委
員

長
及
び
監
査
委
員
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
に

は
平
成
26
年
５
月
に
就
任
さ
れ
、
国
民
健

康
保
険
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
に
ご

尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
を
め
ぐ
る
情
勢

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
医
療
費
の
増

加
等
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
磯
辺
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

豊
か
な
知
識
と
幅
広
い
経
験
を
生
か
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
を
図
り

な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
で
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
ご
活
躍

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

下野市
磯　辺　香　代

会
長
の一言

「国保制度を続けるために！」
　国民健康保険は日本の公的医療保険が皆保険であるため
に重要な役割を果たしています。しかし、高齢化の進展や被
保険者の構造的要因による厳しい財政状況に長年苦しんで
きました。国の社会保障制度改革では、保険者を県に移す協
議がなされていますが、国費の追加財源を確保する必要が
あると思います。改革のゆくえが大変気になります。
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 　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

第105回
真岡市

宇都宮市

真岡市

だ
れ
も
が「
ほ
っ
と
」で
き
る
ま
ち

だ
れ
も
が「
ほ
っ
と
」で
き
る
ま
ち

項　　目

総人口
総世帯数
国保加入世帯数
国保被保険者数
国保被保険者加入率

80,718人
28,145世帯
12,821世帯
24,645人
30.53%

被保険者の加入状況

（平成26年7月1日現在）

　

真
岡
市
は
、
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

東
に
連
な
る
八
溝
山
地
、
西
に
流
れ
る
大

河
鬼
怒
川
を
抱
え
る
自
然
環
境
が
豊
か
で
、

都
市
計
画
、
工
業
団
地
造
成
、
圃
場
整
備

が
進
ん
だ
農
業
・
工
業
・
商
業
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
調
和
し
た
都
市
で
す
。

　

質
・
量
と
も
に
日
本
一
を
誇
る
「
い
ち

ご
日
本
一
の
ま
ち
」、
子
ど
も
た
ち
の
夢
と

ロ
マ
ン
を
育
む
「
Ｓ
Ｌ
の
走
る
ま
ち
」、
歴

史
が
息
づ
く
技
術
・
真
岡
も
め
ん
を
今
に

受
け
継
ぐ
「
伝
統
生
き
る
ま
ち
」
と
し
て
、

平
成
26
年
10
月
１
日
に
市
制
施
行
60
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
、
安
心
と
安
全
の
「
だ
れ
も
が
″
ほ

っ
と″ 

で
き
る
ま
ち
」
に
向
け
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
連
携
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
年
金
課

　

国
保
年
金
課
に
は
、
国
民
健
康
保
険
係
、

国
民
年
金
係
、
高
齢
者
医
療
係
、
保
険
税

係
の
４
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
係
に
は
、
課
長
以
下
、
職

員
４
名
、
嘱
託
職
員
２
名
、
臨
時
職
員
１
名

が
在
籍
し
て
お
り
、
資
格
得
喪
、
保
険
給
付
、

真 岡 市第105回

心を一つに60年　豊かに真岡　人・夢・未来心を一つに60年　豊かに真岡　人・夢・未来
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被
保
険
者
証
発
行
、
レ
セ
プ
ト
点
検
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

丁
寧
な
窓
口
応
対
を
心
が
け
る

　

高
額
療
養
費
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る

問
合
せ
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
限
度
額
適

用
認
定
申
請
の
案
内
や
償
還
払
い
の
時
期
、

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
医
療
費
の
案

内
等
を
相
談
内
容
に
応
じ
丁
寧
に
行
う
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
強
化
で
医
療
費

適
正
化
を
推
進

　

レ
セ
プ
ト
点
検
職
員
３
名
を
中
心
に
、

重
点
点
検
項
目
を
７
項
目
設
定
し
、
半
年

ご
と
に
項
目
を
見
直
し
な
が
ら
、
内
容
・

縦
覧
点
検
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

点
検
結
果
に
よ
り
、
第
三
者
行
為
求
償
等

へ
積
極
的
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
資
格

点
検
に
よ
る
不
当
利
得
返
還
請
求
も
併
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

電
話
無
料
相
談
を
開
設
し
、
安
心
し
て

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

特
定
健
診
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、
加

入
手
続
き
の
際
、
国
保
窓
口
で
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
を
配
付
し
、
特
定
健
診
、
人
間
ド

ッ
ク
の
案
内
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

昨
年
度
は
３
、６
０
０
件
の
利
用
が
あ
っ
た

無
料
の
24
時
間
年
中
無
休
の
電
話
健
康
相

談
を
開
設
し
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
保
健
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
収
税
課

　

収
税
課
に
は
、
収
税
係
と
収
納
対
策
係

の
２
つ
の
係
が
あ
り
、
職
員
11
名
、
嘱
託

事
務
職
員
１
名
、
徴
収
嘱
託
職
員
５
名
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。

収
納
率
前
年
比
１・
４
ポ
イ
ン
ト
増

　

平
成
25
年
度
の
国
保
税
の
収
納
状
況
は
、

現
年
度
分
が
89・
０
％
、
現
年
度
分
と
滞
納

繰
越
分
を
合
わ
せ
て
、
64・
７
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
現
年

度
分
が
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
増
、
現
年
度
分

と
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
１
・
４
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

差
押
え
を
積
極
的
に
実
施

　

毎
月
第
１
、
第
３
日
曜
日
の
午
前
中
お
よ

び
週
２
回
（
水
・
金
曜
日
）
の
窓
口
業
務

の
延
長
に
よ
り
、
納
付
の
利
便
性
を
高
め
、

収
納
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

５
月
と
12
月
に
、
部
課
長
と
担
当
職
員
が
ペ

ア
と
な
り
、
臨
戸
訪
問
に
よ
る
一
斉
納
税

指
導
を
休
日
・
夜
間
も
実
施
し
た
り
、
差

押
え
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

収
納
率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
依
頼
で
徴
収

実
績
の
向
上
を
目
指
す

　

今
年
度
、
滞
納
案
件
に
対
す
る
具
体
的

な
対
処
方
法
を
、
年
３
回
、
徴
収
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
よ
り
指
導
い
た
だ
く
こ
と
で
、
更

な
る
徴
収
実
績
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
健
康
増
進
課

　

健
康
増
進
課
は
、
成
人
健
康
係
、
母
子

健
康
係
の
２
つ
の
係
が
あ
り
、
職
員
23
名

（
職
員
19
名
、
嘱
託
職
員
４
名
）
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

若
い
う
ち
か
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

ヤ
ン
グ
検
診
で
健
康
意
識
を
高
め
よ
う

　

平
成
23
年
度
よ
り
、
若
い
時
期
か
ら
健
康

状
態
を
正
し
く
理
解
し
、
健
康
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ヤ
ン

グ
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
診
当
日

に
保
健
指
導
、
健
康
教
育
を
実
施
し
、
一

ケ
月
後
に
も
検
診
結
果
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
40
歳
に
な
る
前
の
若
い
世
代

に
健
康
診
査
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

腹囲や体重、血圧などの計測結果について説明している様子です。

【ヤング検診当日】地
区
ご
と
に
健
康
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る

　

７
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
地
区
の
な
か

か
ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
毎
年
２
地
区
を

選
定
し
、
１
地
区
あ
た
り
２
年
間
、
生
活

習
慣
病
検
診
の
受
診
勧
奨
お
よ
び
各
種
保

健
事
業
へ
の
参
加
勧
奨
や
、
地
区
の
各
種

事
業
に
赴
き
、
健
康
に
関
す
る
意
識
の
啓

発
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区
住
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
健
診
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
も
の
を
資
料
化
し
説
明
す
る
こ
と

で
、
次
年
度
の
地
区
事
業
計
画
に
反
映
し

て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
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より多くの市民の方に検診を受けていただけるよう、日程表を全戸配布しました。

より多くの人にウォーキングを取り入れてもらえるよう、作成しました。

【平成 26 年度検診日程表】

【真岡市ウォーキングマップ】

未
受
診
者
を
意
識
し
た
健
診
体
制
の
整
備

　

よ
り
多
く
の
人
に
気
軽
に
受
け
て
も
ら

え
る
よ
う
、
健
診
体
制
の
整
備
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
健
診
回
数
を
70
回
に
増
や
し
、

受
診
率
の
低
い
働
き
ざ
か
り
の
40
、
50
歳
代

に
限
定
し
た
健
診
日
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
受
診
者
に
対
し
、
理
由
の
調
査
、

ハ
ガ
キ
で
の
受
診
勧
奨
、
電
話
で
の
受
診

勧
奨
も
実
施
し
、
健
診
を
申
し
込
み
な
が

ら
未
受
診
と
な
っ
た
方
に
は
、
健
診
当
日

か
ら
数
日
以
内
に
電
話
に
よ
る
再
度
の
勧

奨
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

家族で、地域で健康について考える良い機会となりました。

【健康づくりモデル地区事業 公民館まつり】

歩
い
た
分
だ
け
若
返
る
！

ち
ゃ
れ
ん
じ
60
歩
こ
う
か　

真
岡

　

平
成
26
年
度
よ
り
、
新
規
事
業
と
し
て
、

運
動
推
進
事
業
「
ち
ゃ
れ
ん
じ
60
歩
こ
う

か　

真
岡
」
を
実
施
し
ま
す
。
１
日
１
、

０
０
０
歩
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
60
日

間
以
上
実
施
し
、
記
録
票
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
に
記
入
し
て
い
き
ま
す
。
お
ひ

と
り
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
申
込
み
で
き
る

よ
う
に
し
、
生
活
の
中
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
と
り
い
れ
る
こ
と
で
、
運
動
が
習
慣
化

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
推
進
し
て
い

ま
す
。

ま
ち
な
か
保
健
室
を
開
設
し
ま
す

　

今
秋
、
真
岡
駅
の
東
側
に
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
立
ち
寄
り
健
康
相
談
を
受
け
ら

れ
る
「
ま
ち
な
か
保
健
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

年
末
年
始
を
除
く
毎
日
、
看
護
師
等
が
週
三

日
在
室
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
実
施
の
強
化
が
課
題

　

年
々
実
施
率
が
低
下
し
て
い
る
特
定
保

健
指
導
に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
一
部
変
更
し
て
個
別
支
援
に
加
え
、

グ
ル
ー
プ
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
同
じ
境

遇
の
方
が
集
ま
る
た
め
、
気
持
ち
を
共
有

し
合
い
、
生
活
改
善
意
欲
の
向
上
が
望
め

ま
す
。
ま
た
、
運
動
の
実
践
を
通
し
て
楽

し
さ
を
体
感
し
、
食
事
改
善
に
つ
い
て
再

確
認
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
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①　

ま
ず
、
次
回
訪
問
し
た
際
に
口
座

振
替
を
勧
め
る
。
た
だ
し
、
引
き
落

と
し
で
き
そ
う
も
な
い
方
に
は
無
理

や
り
勧
め
な
い
。（
後
々
手
間
が
か
か

る
だ
け
な
の
で
）

②　

そ
し
て
今
後
は
、
寝
た
き
り
の
方

な
ど
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
集
金

に
は
来
な
い
方
針
に
な
っ
た
こ
と
を

話
す
。

③　
「
集
金
に
来
な
い
な
ら
払
わ
な
い
」

と
い
う
方
に
対
し
て
は
、
こ
れ
は
組
織

と
し
て
の
方
針
な
の
で
私
た
ち
は
従

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
滞
納
に

な
っ
た
ら
法
律
に
基
づ
い
て
滞
納
処

分
を
行
う
方
針
に
な
っ
た
旨
も
話
す
。

④　

そ
れ
で
も
苦
情
や
怒
鳴
る
方
の
場

合
は
、税
務
課
徴
収
係
（
私
の
と
こ
ろ
）

に
相
談
？
（
苦
情
を
言
い
に
）
に
来

る
よ
う
話
し
て
く
る
。

　

そ
し
て
付
け
加
え
た
の
が
「
長
居
は
無

用
で
す
」
と
い
う
一
言
で
す
。

　

私
も
職
員
と
一
緒
に
苦
情
を
言
い
そ
う

な
何
件
か
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

税
金
を
支
払
う
の
は
義
務
で
あ
り
、
多
く

の
方
が
自
主
納
付
し
て
い
る
。
今
後
は
集

金
に
来
な
い
旨
強
く
訴
え
ま
し
た
。「
だ
っ

た
ら
払
わ
な
い
」
と
い
う
方
も
い
ま
し
た

が
そ
の
場
で
は
説
得
せ
ず
に
、
黙
っ
て
差

押
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
を
言
っ
て
く
る
方
に
は
「
あ

な
た
は
今
役
場
に
来
て
い
る
で
は
な
い
で

す
か
。
毎
月
来
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
っ
て

突
っ
ぱ
ね
ま
す
。

　

こ
の
集
金
を
や
め
た
こ
と
で
徴
収
率
が

下
が
る
と
い
う
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
集
金
を
や
め
る
こ
と
で
職
員
に
時
間

が
で
き
、
滞
納
整
理
で
一
番
大
切
な
仕
事

の
ひ
と
つ
で
あ
る
財
産
調
査
を
き
め
細
か

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

4　
一
発
完
結（
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
が
…
）

　

職
員
の
皆
さ
ん
は
集
金
に
行
か
な
く
な

っ
た
時
間
を
財
産
調
査
に
あ
て
、
ま
ず
確
定

申
告
書
か
ら
給
与
所
得
か
ど
う
か
、
生
命

保
険
控
除
は
あ
る
か
な
ど
を
、
ま
た
島
内

の
預
金
（
み
ず
ほ
銀
行
、
七
島
信
金
、Ｊ
Ａ
、

漁
協
）
調
査
を
一
斉
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
生
命
保
険
の
解
約
返
戻
金

や
預
貯
金
で
完
結
に
な
っ
た
事
案
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
給
与
照
会
を
か
け
る
だ

け
で
動
き
が
出
る
事
案
な
ど
も
出
て
き
て
、

そ
の
数
は
徐
々
に
で
す
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

完
結
に
な
っ
た
と
き
や
動
き
の
な
か
っ

た
事
案
を
、
差
押
等
に
よ
り
動
き
を
出
し

た
と
き
の
職
員
の
笑
顔
が
な
ん
と
も
言
え

ず
素
敵
で
し
た
。

3　
集
金
を
や
め
よ
う
!!

　

八
丈
に
来
た
と
き
職
員
の
皆
さ
ん
は
鞄

を
片
手
に
「
集
金
に
行
っ
て
き
ま
す
」
と
出

か
け
て
行
く
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
当
た

り
前
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
集
金

は
前
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
徴
収
事
務
で

は
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
の
ひ

と
つ
だ
と
考
え
ま
す
。
徴
収
吏
員
は
い
わ

ゆ
る
「
集
金
人
」
で
は
な
い
の
で
す
。
寝

た
き
り
の
方
や
体
が
不
自
由
な
方
な
ど
は

別
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
90
％
以
上

の
人
が
行
政
側
に
手
間
を
か
け
ず
に
支
払

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
集
金
を

す
る
必
要
な
ど
全
く
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ

て
、
時
間
と
手
間
の
か
か
る
こ
の
集
金
と

い
う
仕
事
を
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
職
員
の
皆
さ
ん
は
い
き
な
り

集
金
を
や
め
る
こ
と
に
不
安
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。「
今
ま
で
来
て
く
れ
て
い
た
の
に

何
だ
!!
」
な
ど
と
相
当
の
抵
抗
が
予
想
さ

れ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
私
は
次

の
文
章
を
作
っ
て
職
員
の
皆
さ
ん
に
「
次
に

集
金
に
行
っ
た
と
き
に
こ
こ
に
書
い
て
あ

る
手
順
で
話
し
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。」

と
お
願
い
し
ま
し
た
。

「八丈島における徴収改革」
　　 《法律どおりやろごん！！》
「八丈島における徴収改革」
　　 《法律どおりやろごん！！》
NPO法人ローカルガバメント・ネットワーク理事長 堀　　博 晴NPO法人ローカルガバメント・ネットワーク理事長 堀　　博 晴

特 別 寄 稿
第　回第2回
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5　

ポ
ス
タ
ー
と
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ　
　

　

こ
れ
ら
と
平
行
し
て
行
っ
た
の
が
窓
口

用
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
て
掲
出
し
た
こ
と

で
す
。

　

一
番
上
に
大
き
く
「
滞
納
は
許
し
ま
せ

ん
！
」
と
職
員
の
思
い
を
書
き
ま
し
た
。

　

そ
の
下
に
、
滞
納
す
れ
ば
税
の
公
平
性

を
守
る
た
め
滞
納
処
分
を
す
る
こ
と
、
捜

索
も
辞
さ
な
い
こ
と
、
延
滞
金
を
き
ち
ん

と
取
る
こ
と
を
う
た
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
困
っ
て
い
れ
ば
相
談
に
来
る
よ

う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

窓
口
に
来
る
方
は
必
ず
こ
の
ポ
ス
タ
ー

が
目
に
入
る
の
で
す
が
、
延
滞
金
の
質
問

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
質
問
や
苦
情

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
後
の
捜
索
を
見
据
え
て
役
場

玄
関
に
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
役
場
を
訪
れ
る
人
皆
さ
ん
が
必

ず
見
ま
す
の
で
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
見
た
人
が
「
滞
納
す
る
と
タ
イ
ヤ
ロ

ッ
ク
さ
れ
る
ぞ
」
と
宣
伝
し
て
く
だ
さ
る

か
ら
で
す
。

6　
初
め
て
の
捜
索

　

八
丈
で
は
こ
れ
ま
で
捜
索
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
捜
索
と
は
こ

ん
な
も
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
で
と
り
あ
え

ず
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

事
案
は
70
歳
近
い
方
で
独
身
、
刺
青
を

し
て
お
り
「
元
や
く
ざ
」
だ
っ
た
と
い
う

方
で
す
。
建
設
会
社
（
特
別
徴
収
も
社
保

も
加
入
し
て
い
な
い
）
の
社
員
で
す
が
日

給
月
給
で
雨
の
多
い
月
な
ど
は
収
入
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
素
行
が
荒
い
の

で
職
員
も
積
極
的
に
は
会
お
う
と
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
人
は
幸

い
分
納
誓
約
を
履
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
余
計
な
催
告
書
な
ど
送
ら
ず
に
即

捜
索
事
案
と
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

４
月
15
日
午
前
９
時
現
場
着
本
人
不
在
。

お
願
い
し
て
あ
っ
た
警
察
官
を
立
会
人
に

捜
索
開
始
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
捜
索
を
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
ひ
と
つ
言
え
る
の
が
滞
納
者
の

部
屋
は
ほ
と
ん
ど
整
理
整
頓
が
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
は
っ
き
り
言
う

と
「
汚
い
!!
」
の
で
す
。
ス
リ
ッ
パ
を
履

き
財
産
を
探
し
ま
す
が
、
瓶
に
つ
め
ら
れ

た
小
銭
数
千
円
、
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
、
脚

立
以
外
の
差
し
押
さ
え
る
べ
き
財
産
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
人
が
昼
に
帰
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
昼
に
再
度
訪

問
。
い
き
な
り
「
泥
棒
み
た
い
な
真
似
を

し
や
が
っ
て
!!
」「
あ
ん
な
物
も
っ
て
い
っ

た
っ
て
金
に
な
ら
ね
だ
ろ
う
!!
」｢

分
割
で

払
う
か
ら
取
り
に
来
い
と
言
っ
た
よ
な｣

な
ど
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

軽
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
し
て
、
後

で
役
場
に
来
る
よ
う
に
と
言
い
残
し
て
帰

ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、「
車
を
動
け
な
く
し

や
が
っ
て
ど
う
や
っ
て
行
く
ん
だ
!!
」
と

ま
た
怒
鳴
る
の
で
、「
歩
い
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
言
い
残
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
案
は
、
分
納
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
規
発
生
を
さ
せ
ず
に
毎
月
６
万
円
を
支

払
う
約
束
を
さ
せ
、
現
在
履
行
中
で
す
。

●　納税に困っている方は、早めに相談を
失業や病気、災害等で納期内納付がむずかしい場
合を含め相談を受け付けています。

●　問い合わせ先
税務課徴収係
電話２―１１２２　内線127、128

～八丈町民の93％以上の方が
キチンと納税されています。～

税の公平性を守るため滞納処分を
強化します。

●　延滞金について
延滞金は、納期限の翌日からひと月を経過する期
間は年2.9％,ひと月後からは、年9.2％の割合で加
算されます。

●　滞納処分の主な例として、
「預貯金」･「給与」･「生命保険」・「不動産」･
「動産」、「自動車等」は、タイヤロックを使い
運行不能状態とし、引き上げた後、公売を実施し
ます。
事務所や居宅への家宅捜索も行います。

滞納は許しません！

八丈町の窓口等ポスター
（庁舎移転、延滞金率変更後掲示）

八丈町タイヤロックディスプレイ
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堀
ほ り

　　博
ひろ

晴
はる

東京都八丈町税務課徴収係長、NPO法人ローカルガバメント・ネットワーク理事長
昭和42年江戸川区役所に入都。東京都総務局小笠原支庁、同和対策部、災害対策部
主税局足立都税事務所整理第二課長、新宿都税事務所整理第二課長、練馬都税事務所納税課長、課税部軽油特
別調査室副参事、徴収部機動整理課長、徴収指導室長を歴任。
機動整理課長の時、全国で初めてのインターネット公売を実施し成果を上げる。
「ネット公売を全国に広げたい」と、自らヤフーのスタッフ募集に応募しヤフー株式会社に入社。インターネッ
ト公売の説明に全国の自治体を飛び回る。
平成23年よりNPO法人	LG	Netを設立し、理事長に就任。平成24年11月ヤフー定年退職、平成25年3	月より現職。
著書には、インターネット公売のすべて（ぎょうせい）、自治体増収大作戦−インターネットが変えた−（ぎょ
うせい）がある。
平成17年〜厚生労働省国民健康保険料（税）収納率向上アドバイザー

プロフィール

軽自動車のタイヤロック 初めての捜索・テレビの差押え

初めての捜索・小銭の差押え

７　
計
画
的
な
捜
索

　

こ
の
捜
索
の
後
、
あ
ん
な
う
る
さ
い
人

が
素
直
に
分
納
に
応
じ
る
姿
を
見
た
職
員

は
計
画
的
に
捜
索
を
や
ろ
う
と
い
う
機
運

に
な
り
ま
し
た
。
捜
索
は
一
人
で
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

日
時
を
決
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

捜
索
を
や
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、
分

納
不
履
行
者
や
、
今
ま
で
「
梨
の
礫
」
の
人

に
は
「
・
・
・
○
月
○
日
ま
で
来
庁
く
だ

さ
い
。・
・
・
来
庁
い
た
だ
け
な
い
場
合
は

法
律
に
基
づ
い
て
差
押
な
ど
の
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。」
と
書
い
た
来
庁
通
知
を
送

り
ま
し
た
。
そ
し
て
期
限
ま
で
に
来
庁
し

な
い
滞
納
者
を
捜
索
対
象
と
し
、
月
に
２

〜
３
回
計
画
的
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（
続
き
は
次
号
）
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こ
ん
に
ち
は
。
習
慣
化
の
科
学
に
つ
い

て
連
載
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
回

と
次
回
で
は
、
多
く
の
人
が
挑
戦
し
、
そ

し
て
挫
折
し
た
経
験
が
あ
る
で
あ
ろ
う
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
」
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

１
．「
食
べ
て
や
せ
た
い
」
と
い
う
願
い

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
聞
い
て
私
た
ち
が
イ
メ

ー
ジ
す
る
の
は
、「
運
動
か
、
食
事
制
限
か
」

と
い
う
運
命
の
選
択
で
す
。
さ
ら
に
言
え

ば
、「
運
動
は
つ
ら
い
し
、
食
事
制
限
も
つ

ら
い
。
で
き
れ
ば
、
食
べ
て
や
せ
た
い
！
」

と
願
う
の
が
、
偽
ら
ざ
る
本
音
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
願
い
を
見
透
か
し
た

か
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
、「
○

○
を
食
べ
た
ら
ヤ
セ
ま
し
た
！
」
と
い
う

Ｃ
Ｍ
や
番
組
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、「
発
掘
！

あ
る
あ
る
大
事
典
」
と
い
う
生
活
情
報
番

組
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
関
す
る

話
題
を
数
多
く
取
り
上
げ
た
こ
の
番
組
で

は
、
次
か
ら
次
に
「
食
べ
て
や
せ
る
」
新

し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
が
提
唱
さ
れ
、
番
組

内
で
紹
介
さ
れ
た
食
材
は
、
翌
日
の
店
頭

か
ら
な
く
な
る
と
い
う
社
会
現
象
ま
で
引

き
起
こ
し
た
怪
物
番
組
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
多
く
が
、
ね
つ
造
で
し
た
。

　

極
め
つ
け
は
、
２
０
０
７
年
1
月
7
日

に
放
映
さ
れ
た
、「
納
豆
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
で

す
。「
納
豆
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
物
質
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果

が
あ
る
」
と
い
う
論
理
を
展
開
し
、
専
門

家
の
発
言
を
ね
つ
造
し
、
検
証
実
験
を
ね

つ
造
し
、
一
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
巻
き
起

こ
し
ま
し
た
。
そ
の
醜
聞
は
、
広
く
世
界

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
威

あ
る
科
学
雑
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
で
も
、「
日
本

の
テ
レ
ビ
番
組
が
、
科
学
を
ね
つ
造
し
た
」

と
、
手
厳
し
い
批
判
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
あ
る
あ
る
事
件
か
ら
歳
月
を
経

た
今
、
翻
っ
て
、
わ
が
国
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

法
に
関
す
る
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。

　

食
べ
て
や
せ
た
い
と
い
う
私
た
ち
の
願

い
は
強
く
、「
○
○
を
食
べ
て
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
！
」
と
い
う
マ
ス
コ
ミ
の
踊
り
文
句
に
、

今
日
も
目
を
く
ら
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
人

類
の
歴
史
の
中
で
、「
食
べ
た
ら
や
せ
る
魔

法
の
食
材
」
が
登
場
し
た
こ
と
は
な
い
し
、

恐
ら
く
今
後
も
出
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
や
せ
る
食
材
を

求
め
る
の
は
、
不
老
不
死
の
薬
を
求
め
て
、

長
い
長
い
航
海
に
出
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

で
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
最
新

の
科
学
は
ど
の
よ
う
な
答
え
を
用
意
し
て

く
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
さ
っ
そ
く
、

２
０
０
９
年
に
起
き
た
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
革

命
」
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
．
ダ
イ
エ
ッ
ト
革
命
と
は
!?

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
革
命
と
い
わ
れ
て
も
「
そ

ん
な
の
聞
い
た
こ
と
な
い
ぞ
!?
」
と
い
う

方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
そ
の
革
命
は
、
ま
だ
一
部
の
科
学
者
に

し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
世
間
一
般
に
は

広
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
科
学
上
の
大
発
見
は
、
社

会
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
１
９
０
５
年
に

発
表
さ
れ
た
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相

対
性
理
論
。
一
部
の
科
学
者
か
ら
は
、「
数

千
年
に
及
ぶ
束
縛
か
ら
人
類
を
解
放
し
た
」

と
早
く
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
も

の
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
」

で
「
科
学
に
お
け
る
革
命
」
と
い
う
見
出

し
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
実
に
14

年
後
の
１
９
１
９
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
し
た
。

　

さ
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
革
命
で
す
が
、
何

故
、「
革
命
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
の
で
し
ょ

特別寄稿②

株式会社キャンサースキャン

第　回第2回

石川　善樹・川本彩多利

習慣化の科学
《ダイエット編（前半）》
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う
か
？
そ
れ
は
、

　
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
何

が
効
果
的
な
の
か
!?
」

　

と
い
う
、
百
億
ド
ル
の
価
値
が
あ
る
問

い
に
対
し
、
決
定
的
な
答
え
が
導
か
れ
た

か
ら
で
す
。

　

研
究
を
率
い
た
の
は
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
（
通
称
Ｕ
Ｃ

Ｌ
）
の
ス
ー
ザ
ン
・
ミ
ッ
キ
ー
教
授
ら
で
す
。

Ｕ
Ｃ
Ｌ
は
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
大
学
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
21
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
１
８
２
６

年
設
立
と
、
そ
の
歴
史
は
比
較
的
浅
い
が
、

日
本
の
近
代
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

大
学
で
あ
り
、
か
の
夏
目
漱
石
を
は
じ
め
、

多
く
の
日
本
人
留
学
生
の
学
び
舎
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
疑
問
は
残
り
ま
す
。

　

た
だ
単
に
、
効
果
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
法

を
研
究
し
た
程
度
の
話
で
、
そ
れ
を
「
革

命
」
と
ま
で
呼
ん
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
単
純
に
見
え
て
奥
深
い
、
そ
れ
な

り
の
理
由
が
あ
る
の
で
す
。

３
．
な
ぜ
効
果
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
が

　
　
こ
れ
ま
で
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
!?

　

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ほ
ど
科
学
が
発
達
し

た
現
代
に
お
い
て
、
な
ぜ
私
た
ち
人
類
は
、

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
」
な
ど
と
い
う
初
歩
的
な

問
題
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
ま
と
も
に
考
え
る
と
、
バ
カ
ら
し
く

な
っ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
、
あ
ま
り
に
も
不

思
議
な
話
で
す
。

　

か
つ
て
人
類
は
、
天
体
の
星
や
惑
星
を

観
測
し
、
万
物
の
理
論
に
想
い
を
馳
せ
て

き
ま
し
た
。
現
代
、そ
の
理
論
は
応
用
さ
れ
、

宇
宙
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
す
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
た
か
が
ダ

イ
エ
ッ
ト
ご
と
き
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど

私
た
ち
の
理
解
は
遅
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
!?

　

実
は
、
そ
れ
に
は
明
確
な
理
由
が
あ
る

の
で
す
が
、
ま
ず
、「
自
然
科
学
が
進
歩
し

た
理
由
」
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
自
然
科
学
の
進
歩
は
、

「
偉
大
な
科
学
者
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ

た
」
の
だ
と
思
い
が
ち
で
す
。

　

あ
え
て
例
に
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
ガ

リ
レ
オ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
と
い
っ
た
偉
大
な
科
学
者
た
ち
の
名

前
が
、
次
々
に
私
た
ち
の
脳
裏
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
最
近
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

開
発
し
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
賞
を
受
賞
し
た
、

山
中
教
授
の
名
前
を
挙
げ
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。

　

ど
う
も
私
た
ち
は
、「
偉
大
な
出
来
事
は
、

偉
大
な
人
物
が
成
し
遂
げ
る
」
と
考
え
た

が
る
癖
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
決
し

て
間
違
い
で
は
な
い
し
、
真
実
の
一
面
を

表
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
こ
で
は
一
度
、

「
偉
人
説
」
か
ら
離
れ
、
自
然
科
学
が
進
歩

し
た
理
由
を
、
別
の
角
度
か
ら
み
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
科
学
」
と
い
う
語
源
を
調
べ
る
と
、「
分

類
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
万
学
の
祖
と
よ
ば
れ
る
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
偉
人
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、

自
然
を
４
種
類
の
元
素
（
火
、空
気
、水
、土
）

に
分
類
し
ま
し
た
。
自
然
を
理
解
す
る
最

初
の
一
歩
と
し
て
は
、
当
時
と
し
て
は
悪

く
な
い
考
え
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
あ
ま
り

に
シ
ン
プ
ル
か
つ
強
力
な
考
え
方
は
、
そ

の
後
千
数
百
年
間
に
わ
た
っ
て
大
き
な
影

響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
呪
縛
か

ら
人
類
を
解
き
放
っ
た
の
が
、
ロ
シ
ア
の

天
才
科
学
者
デ
ミ
ト
リ
・
メ
ン
デ
レ
ー
エ

フ
で
す
。
名
前
を
聞
い
て
も
ピ
ン
と
来
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
は
元
素
の
「
周

期
表
」
を
開
発
し
た
張
本
人
で
あ
り
、
４

種
類
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
元
素
を
、
お

よ
そ
１
２
０
種
類
の
元
素
に
分
類
し
な
お

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
自
然
の
「
分
類
表
」
を
手

に
し
た
人
類
は
、
そ
の
後
、
飛
躍
的
に
科

学
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
元
素
に
つ
い
て
よ
り
精
緻
な

理
解
が
進
む
一
方
、
そ
の
応
用
と
し
て
様
々

な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
開
発
・
実
用
化
さ
れ

る
に
至
り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
度
、
こ
こ
ま
で
の
話
を
整
理

し
ま
し
ょ
う
。

　

科
学
の
進
歩
は
、「
分
類
す
る
」
こ
と
か

ら
う
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
近
代
科
学

の
歴
史
の
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、
メ
ン

デ
レ
ー
エ
フ
に
よ
る
周
期
表
の
発
明
で
す
。

　

で
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
に
つ
い
て
は
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
に
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
法
を
分
類
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
？
も
し
仮
に
分
類
が
精
緻
に
な
さ
れ
て

い
れ
ば
、
自
然
科
学
と
同
じ
よ
う
に
、
加

速
度
的
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
に
関
す
る
理
解

が
進
ん
で
き
た
は
ず
で
す
。

　

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、「
誰
も
ダ
イ
エ
ッ

ト
法
の
分
類
を
し
て
こ
な
か
っ
た
」
の
で

す
。
実
は
、
自
然
に
比
べ
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

法
に
関
す
る
理
解
が
遅
れ
て
い
る
最
大
の

理
由
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
を
分
類
し
た
「
周

期
表
」
が
な
い
こ
と
で
す
。

４
．
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
は
26
種
類
あ
る

　

こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
、
本
稿
の
主
題
に
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戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
な

ぜ
２
０
０
９
年
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
革
命
の
年

と
呼
ば
れ
る
か
と
い
う
と
、
人
類
の
歴
史

上
初
め
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
の
分
類
が
精

緻
に
な
さ
れ
た
年
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
先
鋒
を
切
っ
た
の
が
、
先
に
述
べ

た
ス
ー
ザ
ン
・
ミ
ッ
キ
ー
教
授
ら
で
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
革
命
の
前
年
、
サ
セ
ッ
ク
ス

大
学
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
教
授

と
共
に
、
ミ
ッ
キ
ー
教
授
は
、
人
間
行
動

を
変
化
さ
せ
る
構
成
要
素
を
、
26
種
類
に

分
類
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
メ
ン
デ
レ
ー

エ
フ
が
自
然
界
の
物
質
を
「
周
期
表
」
と

し
て
分
類
し
た
よ
う
に
、
人
間
行
動
の
「
周

期
表
」
を
作
成
し
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
ミ
ッ
キ
ー
教
授
ら
に
よ
る
人

間
行
動
の
「
周
期
表
」
は
、
研
究
班
の
Ｈ

Ｐ
上
に
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
興

味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
覧
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
Ｈ
Ｐ
は
コ
チ
ラ
→http://w

w
w

.ucl.ac.uk/

health-psychology/BCT
taxonom

y/

index.php

）

　

そ
し
て
２
０
０
９
年
、
ミ
ッ
キ
ー
教
授

ら
は
、
自
身
ら
が
開
発
し
た
人
間
行
動
の

「
周
期
表
」
に
も
と
づ
き
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
法

の
分
類
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

１
９
９
０
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で
の
約

20
年
間
に
報
告
さ
れ
た
、
食
生
活
や
運
動

に
関
す
る
１
０
１
の
介
入
研
究
を
レ
ビ
ュ

ー
し
、
そ
の
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
26
の
構

成
要
素
に
分
類
・
解
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
も
っ
と
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
効

果
が
高
い
手
法
は
、「
行
動
の
セ
ル
フ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
手
法
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
の
で
す
。
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
は
、
自
分
の
行
動
を
観
察
・
記
録
す

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
（
最
近
「
は
か
る

だ
け
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
と
い
う
ダ
イ
エ
ッ
ト

法
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
結

果
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
わ
れ
る
手
法

で
あ
り
、「
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
は

別
の
手
法
で
す
）。

　

逆
に
い
え
ば
、
そ
の
他
25
の
手
法
は
、
セ

ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ほ
ど
の
効
果
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

自
分
に
ご
褒
美
を
あ
た
え
る
「
報
酬
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
」
や
、
夏
ま
で
に
○
○
キ
ロ

や
せ
る
と
い
っ
た
「
ゴ
ー
ル
設
定
法
」
と

い
っ
た
手
法
は
、
効
果
が
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

結
論
だ
け
聞
い
て
し
ま
え
ば
、「
ふ
ー
ん
、

セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

有
効
な
の
ね
」
と
い
う
程
度
の
話
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

だ
が
、
繰
り
返
し
強
調
し
ま
す
が
、
こ

れ
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
に
革
命
を
起
こ
す
研

究
成
果
な
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、「
結
局

の
と
こ
ろ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
何
が
効
果

的
な
の
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
誰
も
答

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

な
ぜ
な
ら
、
人
間
行
動
の
「
周
期
表
」
が

存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
一
つ
の
基
準
で

横
並
び
に
各
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
を
評
価
す
る

術
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
々

と
開
発
さ
れ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
に
、
私
た
ち

は
さ
ん
ざ
ん
翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ス
ー
ザ
ン
・
ミ
ッ
キ
ー
教
授

ら
の
お
蔭
で
、
私
た
ち
人
類
は
よ
う
や
く

ダ
イ
エ
ッ
ト
法
を
は
じ
め
と
す
る
人
間
行

動
を
科
学
す
る
足
掛
か
り
を
つ
か
ん
だ
の

で
す
。

■
次
回
に
向
け
て

　

今
回
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
「
行
動
の

セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
が
重
要
だ
と
い

う
お
話
を
し
ま
し
た
。
次
回
で
は
よ
り
具

体
的
に
、「
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
行
動
を
ど
う
や
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
」
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

石川　善樹　医学博士

川本彩多利

東京大学医学部健康科学科卒業後、ハーバード大
学にて最新の健康づくりを研究。
現在は、株式会社キャンサースキャンにて、日本
各地の健康づくりに取り組む。

慶應義塾大学環境情報学部卒業。現在は、株式会社
キャンサースキャンで、地域の健康づくりに従事。

＊ご意見・ご感想は、下記までお願いいたします。
石川　善樹（いしかわよしき）
株式会社キャンサースキャン
〒150-0043　東京都渋谷区道玄坂1-8-3 イオレ渋谷ビル5階
TEL：03-6427-8875　FAX：03-6427-8895
Mail：ishikawa@cancerscan.jp
川本彩多利（かわもとさおり）
Mail：kawamoto@cancerscan.jp
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《中学校における思春期ふれあい体験教室を通して》《中学校における思春期ふれあい体験教室を通して》

「命の尊さがわかり、他者への
　 思いやりがある子どもの育成を目指して」

「命の尊さがわかり、他者への
　 思いやりがある子どもの育成を目指して」

「
自
然
」
と
「
文
化
」
と
「
活
力
」
が

調
和
し
た
ま
ち

　

那
須
烏
山
市
は
、
県
の
東
部
に
位
置
し
、

県
都
宇
都
宮
市
よ
り
概
ね
30
〜
35
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
八
溝
山
系

に
属
し
、
那
珂
川
が
平
野
を
貫
流
し
、
那

珂
川
右
岸
に
は
、
丘
陵
地
形
が
形
成
さ
れ
、

丘
陵
が
縫
う
よ
う
に
荒
川
や
江
川
な
ど
の

大
小
河
川
が
貫
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
帯
に
南
那
須
市
街
地
、
烏
山
市
街

地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
道
２
９
３
号

は
、
市
の
北
部
を
東
西
に
、
国
道
２
９
４
号

は
、
市
の
中
心
部
を
南
北
に
走
っ
て
い
ま

す
。
鉄
道
は
、Ｊ
Ｒ
烏
山
線
が
東
西
に
走
り
、

市
内
に
５
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

保健師活動報告

那須烏山市 こども課　野崎 真理子

大
好
評
の
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

　

乳
幼
児
健
診
・
相
談
・
訪
問
に
加
え
、
妊

（
産
）
婦
サ
ロ
ン
、
離
乳
食
相
談
、
フ
ッ
素

塗
布
、
虫
歯
予
防
教
室
等
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
平
成
20
年
度
よ
り
中
学
校

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
思
春
期
ふ
れ

あ
い
体
験
教
室
は
、
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、

生
徒
や
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
母
親
か
ら

も
「
自
分
の
子
ど
も
が
中
学
生
に
な
っ
た

時
に
も
、
実
施
し
て
欲
し
い
」
と
の
感
想
・

要
望
を
い
た
だ
く
教
室
で
す
。

項　　目
総人口（平成26年8月1日現在）
年少人口
年間妊娠届出数
年間出生数
年間死亡数
小学校数
中学校数
中学3年生徒数

28,633人
1,567人（10.59％）

150～200件
160～210人
380～430人

5校
3校

233人

【人口等】

【教室の内容】
　●対象：中学3年生　　●場所：各中学校
　●時間：50分授業、2時間を利用
　●講話等内容
　　１．事前学習（1時間目）
　　　　・生命誕生、命の尊さ、胎児の成長
　　　　・思春期の身体、脳、心の特徴
　　　　・妊娠中絶、性感染症の危険性
　　　　・妊婦疑似体験（主に男子生徒）
　　　　・タバコとダイエットの影響
　　　　・赤ちゃんの抱き方等
　　２．ふれあい体験（2時間目）
　　　　・赤ちゃんや母親とのふれあい
　●体験レポート作成

自
分
も
こ
う
し
て
育
て
て
も
ら
っ
た
ん

だ
と
感
じ
た
ふ
れ
あ
い
体
験

　

事
前
学
習
は
、
在
宅
助
産
師
が
中
心
に

講
話
を
行
い
ま
す
。
講
話
中
を
利
用
し
て
、

主
に
男
子
生
徒
に
妊
婦
の
疑
似
体
験
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。
最
後
に
赤
ち
ゃ
ん
人
形

を
使
用
し
て
、
抱
き
方
の
練
習
を
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
体
験
は
、
市
内
在
住
の
母
子

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

母
親
か
ら
出
産
や
育
児
体
験
を
聞
い
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
オ
ム
ツ
交
換
や
授
乳

の
様
子
を
見
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

ふれあい体験の様子
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ふれあい体験の様子 ふれあい体験の様子

妊婦擬似体験をしている様子 助産師による講話の様子

　

生
徒
６
〜
８
名
が
１
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

月
齢
の
違
う
２
組
の
母
子
の
抱
っ
こ
や
体

験
を
聞
き
ま
す
。
最
後
に
、
記
念
撮
影
を

し
て
、
母
親
よ
り
「
自
分
の
子
ど
も
が
中

学
生
に
な
っ
た
時
を
想
定
し
て
、
生
徒
に

対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
話
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

生
徒
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

【講話に対する感想】
・知らない部分を詳しく教えてもらった
・軽い気持ちで赤ちゃんを作ってはいけないと思った
・性感染症や人工中絶は怖い

【妊婦体験をしての感想】
・動きにくかった
・しゃがむのも一苦労だった
・妊婦さんの辛さがわかった

【ふれあい体験をしての感想】
・可愛い、柔らかくて気持ち良い
・軽い気持ちで接してはいけないと思った
・意外に重かった
・命の大切さがわかった
・赤ちゃんも一生懸命に生きているとわかった
・赤ちゃんは、泣いて意思を伝えている
・（母に抱かれてすぐ泣き止む）ままマジックを見た
・母親って大変だなぁと思った
・自分もこうして育ててもらったんだ…と感じた

思
春
期
教
室
の
充
実

　

中
学
校
で
の
教
室
の
感
想
・
意
見
等
を

受
け
て
、
今
年
度
よ
り
、
小
学
校
の
６
年

生
を
対
象
に
教
室
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
小
学
生
向
け
の
講
話

内
容
を
助
産
師
と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
少
な
く
生
ま

れ
て
く
る
子
ど
も
が
、
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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保険者だより

― 芳賀町 ―

　芳賀町では、筑波大学の研究成果に基づいたe-wellnessシステムを利用し、平成25年10月から「はがま
ちウェルネス運動教室」を実施しています。
　この教室は、個人の体力・体型・普段の生活様式からオーダーメイドの個別プログラムを作り、専門ス
タッフが個別指導します。運動は継続することが重要なポイントですが、体組成や実施量が見える化さ
れ、仲間と一緒に実施することでモチベーションを維持できています。また、丁寧な指導で、ヘルスリテ
ラシーの向上にも努めています。

はがまち  ウェルネス運動教室はがまち  ウェルネス運動教室

【対　　　象】20歳以上の芳賀町に住所のある人
【定員と時間】1教室20人で1時間30分
【費　　　用】システム利用料として1か月あたり1,500円
【内　　　容】歩数計アップロード・筋トレ・エアロバイク
　　　　　　　※毎月実績レポート（実施状況と体組成の見える化）
　　　　　　　※定期的に体力テスト実施し、新プログラム作成

【Aさんのコメント】
・ゴルフの飛距離には、優越感を
感じる。
・ジョギングそのものが楽しく
なった。頭すっきり、ひらめき
抜群。前日飲みすぎても身体は
すっきり。
・週1回の教室で、体組成や自分
の頑張りの見える化でモチベー
ションがあがる。・・など多数

参加者Aさん
69歳のデータ ９ヶ月で体力年齢62歳→58歳の若返り！実年齢－11歳。

63歳

体重67.4㎏体重71.4㎏

体脂肪率26.1%

筋肉率28.2%
筋肉率29.7%

体脂肪率22.6%

58歳
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私
は
益
子
町
住
民
課
の
堀
野
と
申
し
ま

す
。
住
民
課
２
年
目
で
ご
ざ
い
ま
す
。
住

民
課
は
昭
和
50
年
４
月
に
入
職
し
て
か
ら

初
め
て
の
部
署
で
あ
り
ま
す
。
事
務
引
継

ぎ
で
、
住
民
課
は
「
益
子
町
役
場
の
顔
で

あ
る
」
と
の
認
識
を
常
に
持
っ
て
対
応
す

る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
窓
口
業
務
等
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
親
切
、
丁
寧
に
笑
顔
で

応
対
で
き
る
よ
う
職
員
一
同
心
掛
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
題
に
移
り
ま
す
が
「
私
の
趣

味
と
健
康
法
」
で
す
が
、
私
の
趣
味
は
音

楽
と
ス
コ
ア
１
０
０
前
後
の
ゴ
ル
フ
で
す
。

　

音
楽
と
言
っ
て
も
幅
は
広
い
で
す
が
、
私

の
場
合
は
主
に
歌
謡
曲
を
聞
い
た
り
、
歌
っ

た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
な
ひ
と
と
き
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
若
い
頃
に
は
、
地
域

の
音
楽
好
き
な
仲
間
と
バ
ン
ド
を
組
ん
で
、

練
習
の
成
果
を
公
民
館
等
で
発
表
し
た
り
、

老
人
施
設
へ
訪
問
し
、
歌
っ
た
り
演
奏
し

た
り
し
て
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
自
然
解
散
し
何
も
活
動
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
た
ま
に
カ
ラ

オ
ケ
施
設
へ
行
っ
て
、
職
場
で
は
出
せ
な

い
大
き
な
声
で
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
曲

を
歌
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
声
を
出
す
こ

と
は
、
気
持
ち
が
い
い
も
の
で
、
頭
が
す

っ
き
り
と
し
ま
す
。
健
康
に
も
良
い
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
ゴ
ル
フ
で
す
が
、
約
20
年
ぐ
ら

い
前
か
ら
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
一
向
に

上
達
し
な
い
の
で
、
現
在
町
の
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の
ゴ
ル
フ
教
室
に
通

っ
て
お
り
ま
す
。
全
６
回
コ
ー
ス
で
７
月

初
旬
に
終
了
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
仲
間
と

一
緒
に
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。

　

コ
ー
ス
で
は
、
誰
も
が
よ
い
シ
ョ
ッ
ト

を
打
ち
、
良
い
ス
コ
ア
で
上
が
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
技

術
や
心
理
面
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
思
っ

た
よ
う
に
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
向
上
心
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
練
習
を
重
ね
、
少

し
で
も
ス
コ
ア
が
縮
ま
る
よ
う
励
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
で
き
る
こ

と
は
、
誰
し
も
が
望
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
自
分
自
身
の
生
活
習

慣
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
私

自
身
、
多
少
は
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
や
飲

酒
の
量
に
も
気
を
付
け
て
は
お
り
ま
す
が
、

い
つ
も
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
む
ず
か

し
い
も
の
で
す
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
、
今
後
と
も
食
生
活
の
改
善
、
ま
た
、

趣
味
を
生
か
し
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

益子町住民課

課 長 堀 野　 鉄 男

仲
間
と
の
ゴ
ル
フ
と

　
　
　カ
ラ
オ
ケ
で
健
康
維
持

私の趣味と
健康法

7 月 6日　ゴルフ教室での練習の様子
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①星座　②血液型　③今一番挑戦したいこと　④今一番気になること　⑤趣味・特技　⑥座右の銘・好きな言葉
⑦健康法・ストレス解消法　⑧夢　⑨町（街）の自慢をしてください　⑩国保事業に携わっての感想・意見

国保経験年数　２年５か月
①　しし座
②　O 型
③　ULTRA-TRAIL Mt.FUJI（ウルトラト

レイル･マウントフジ）への出場
※富士山の周囲をぐるっと一周する距離

168km、累積標高 9,500m、制限時間
46 時間の 100 マイルトレイルレース。
通称、UTMF。

④　家族の成長
⑤　趣味：ランニング　特技：美味しい

コーヒーを淹れられます。
⑥　何事も前向きに。
⑦　楽しい食事、きちんと睡眠、おやつ、

しっかりランニングした後の甘いお菓子
⑧　世界中の街や山を走りたい。
⑨　市街地と田園地帯が近く、さらにほど

よい山もあり、ランニングやサイクリング
で様々な風景の中を巡ることができま
す。

⑩　国民健康保険制度は資格や給付に
関して幅広く、被保険者自身がすべてを
理解することは非常に難しい制度だと
感じています。だからこそ被保険者が求
めていることに対して分かりやすい案内
が出来ることを目標にしています。

　　初心を忘れることなく新鮮な気持ち
での勤務を心がけています。

石 川　陽 一
いし かわ

栃木市  西方総合支所
生活環境課  保険医療担当

主　　事

いつでもフルマラソン走れます。

よう いち

国保経験年数　５年５か月
①　いて座
②　Ａ型
③　家族キャンプ、長距離サイクリング、二

回目の富士登山
④　子供の健やかな成長と自分のお腹の

成長＾＾
⑤　スポーツ（サッカー・スキー・サイク

リングなど）、カラオケ、音楽鑑賞、釣り
⑥　情熱、感動、真実…かな？
⑦　昼休み中のウォーキングと車内での

一人カラオケ
⑧　健康で元気に第二の人生を楽しむこ

と。ふるさと「足利」を元気にしたい。
⑨　緑の山と清らかな渡良瀬川が調和し

たロケーションと歴史・文化が香る街
並み（演出）が素晴らしい町です。昨年、
新たな施策として「映像のまち構想」が
スタートしました。これを契機に「足利」
のブランド力をさらに高めていきます。

⑩　国民皆保険制度、最後の砦として非
常に市民生活に密着した重要な業務と
感じる。

　　一方で、社会構造の変化や経済の低
迷、価値観の多様化に伴い制度自体も
複雑化細分化されたが市民ニーズと乖
離している部分や理解していただくこと
が非常に困難な状況がある。法や制度
を作る側と現場とのコミュニケーション
が必要と考える。

中 村　 　等
なか むら

足利市
保険年金課  国民健康保険担当

主　　査

情熱！国保！

ひとし
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リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

特別講演「国民健康保険の現状と課題について」を聞く出席者

「皆さんが本気で取り組めば状況は変わる」と話す篠塚三郎氏

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
料（
税
）徴
収
実
務
研
修
会

平
成
26
年
度
国
保
事
務
担
当
職
員
研
修
会

滞
納
処
分
の
重
要
性
を
理
解

　

徴
収
実
務
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
う
え

で
の
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
収
納
率
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
平
成
26

年
度
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
徴
収
実
務

研
修
会
」
を
、
７
月
18
日
（
金
）、
国
保
連

合
会
９
０
１
会
議
室
で
開
催
し
、
市
町
徴

収
担
当
職
員
14
名
が
出
席
し
た
。

滞
納
者
よ
り
も
、90
％
の
優
良
納

税
者
を
意
識
し
た
徴
収
事
務
を

　

午
前
の
部
で
は
、「
徴
収
事
務
の
概
要
」

と
題
し
、
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
篠
塚
三
郎

氏
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
新

規
滞
納
者
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
常
に

適
正
・
公
平
・
効
率
的
な
事
務
執
行
が
必

要
で
あ
る
と
し
、
滞
納
者
よ
り
も
優
良
納

税
者
を
意
識
し
た
徴
収
事
務
を
実
施
す
る

よ
う
述
べ
た
。
ま
た
、
具
体
例
を
交
え
て

の
給
料
や
自
営
業
者
の
売
上
げ
に
係
る
差

押
え
手
続
き
の
手
法
、
滞
納
者
と
の
交
渉

方
法
な
ど
、
実
務
に
つ
い
て
の
講
義
と
併

せ
て
、
人
員
配
置
や
危
機
管
理
体
制
等
各

市
町
の
徴
収
体
制
の
整
備
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
触
れ
た
。

国
保
事
務
の
効
率
化
・
適
正
化
に

向
け
た
情
報
交
換
を
実
施

　

市
町
の
国
保
事
務
担
当
職
員
を
対
象
に
、

資
質
の
向
上
と
事
務
の
適
正
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
平
成
26
年
度
国
保
事

務
担
当
職
員
研
修
会
」
を
、７
月
28
日
（
月
）、

国
保
連
合
会
大
会
議
室
で
開
催
し
、
市
町

国
保
担
当
者
21
名
が
出
席
し
た
。

国
保
の
現
状
と
課
題
を
再
認
識

　

初
め
に
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療

課
課
長
補
佐
塩
原
千
恵
子
氏
よ
り
、「
国
民

健
康
保
険
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
市
町
村
国
保
の
抱
え
る
財
政
上
の

構
造
的
な
問
題
点
お
よ
び
解
決
に
向
け
た

指
針
に
つ
い
て
、
全
国
と
県
内
の
状
況
を

比
較
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
国
保
運
営
に
関
す
る
都
道

府
県
と
市
町
村
の
役
割
分
担
の
在
り
方
に

も
ふ
れ
、
動
向
を
注
視
す
る
よ
う
述
べ
た
。

研
究
討
議
で
国
保
事
務
の
諸
問
題

を
整
理

　

次
に
、「
保
険
給
付
」、「
資
格
得
喪
」、「
保

健
事
業
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
を
実
施

毅
然
と
し
た
対
応
で

滞
納
者
へ
接
す
る

　

午
後
の
部
で
は
、「
国
保
の
納
税
義
務
者

（
世
帯
主
）
要
件
と
現
状
に
つ
い
て
」
や
「
納

税
の
猶
予
全
般
に
つ
い
て
」
等
市
町
お
よ

び
講
師
か
ら
の
議
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

討
議
を
実
施
し
、
各
市
町
の
現
状
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
篠
塚

氏
か
ら
の
助
言
も
受
け
、
研
修
会
の
出
席

者
か
ら
は
、「
徴
収
職
員
の
心
得
を
よ
く
考

え
、
毅
然
と
し
た
対
応
で
滞
納
者
に
接
し
、

納
税
折
衝
と
調
査
処
分
を
進
め
た
い
」
と

の
声
が
上
が
っ
た
。

し
、
栃
木
県
国
保
医
療
課
よ
り
高
林
係
長
、

長
谷
川
主
事
、
加
藤
主
事
を
助
言
者
と
し

て
、
事
前
に
各
市
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
国

保
事
務
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
・

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
各
市
町
の
状
況
、
課

題
、
解
決
策
を
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
。」、

「
各
市
町
の
実
務
担
当
者
と
情
報
交
換
で
き

た
こ
と
を
、
今
後
の
業
務
に
役
立
て
た
い
。」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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鎌形氏の講演を聞く出席者

平
成
26
年
度
全
国
市
町
村
国
保
主
管
課
長
研
究
協
議
会

国
保
事
業
の
諸
問
題
を
研
究
協
議

　

全
国
の
市
町
村
国
保
主
管
課
長
が
一
堂

に
会
し
、
国
保
事
業
運
営
上
の
諸
問
題
の

研
究
協
議
を
目
的
と
し
た
「
平
成
26
年
度

全
国
市
町
村
国
保
主
管
課
長
研
究
協
議
会
」

が
、
８
月
28
日
（
木
）、
国
民
健
康
保
険
中

央
会
主
催
の
も
と
、
東
京
都
・
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
よ
り
約
７
５
０

名
が
出
席
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
古
井
祐
司
氏

に
よ
り
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
デ
ー
タ
を
用
い
た
効
果
的
な
保
健

事
業
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま

た
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
島
崎
謙

治
氏
か
ら
は
「
国
保
制
度
改
革
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
国
民
皆
保
険
の
本
質
や
日
本
の

医
療
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
保
の
都
道
府
県
移
行
な
ど
国

保
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
演
が
な
さ
れ
た
。

保
健
事
業
・
収
納
対
策
の
取
組
み
を

発
表

　

午
後
の
部
で
は
、「
被
保
険
者
の
力
を
活

か
し
た
保
険
運
営
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
神
奈
川
大
学

法
学
部
自
治
行
政
学
科
教
授
江
口
隆
裕
氏

司
会
の
も
と
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
鹿
角
市
、

埼
玉
県
秩
父
市
、
京
都
府
木
津
川
市
、
広

島
県
庄
原
市
、
宮
崎
県
西
都
市
の
５
市
が
、

各
市
に
お
け
る
特
定
健
診
受
診
率
向
上
対

策
や
収
納
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
、
島
崎
氏
及
び
国
保
中
央

会
参
与
鎌
形
氏
よ
り
助
言
を
受
け
た
。

　

な
お
、
次
年
度
開
催
予
定
の
同
研
究
協

議
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
栃
木

県
の
代
表
保
険
者
に
よ
る
発
表
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

保
険
者
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
沿
っ
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健

事
業
の
実
施
を
図
る
た
め
の
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
本

会
が
実
施
す
る
「
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ

ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど
の
新
た
な
事

業
の
周
知
及
び
今
後
の
保
険
者
支
援
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
、
８
月
19
日
（
火
）、
国

保
連
合
会
９
階
大
会
議
室
で
開
催
し
、
市

町
及
び
広
域
連
合
担
当
職
員
等
53
名
が
出

席
し
た
。

　

初
め
に
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会
参
与  

鎌
形
喜
代
実
氏
よ
り
、「
保
険
者
に
お
け
る

保
健
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
考
え
方
や
策

定
方
法
、
ま
た
、
計
画
の
中
で
の
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
活
用
方

法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に

係
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明

　

次
に
、
本
会
担
当
職
員
よ
り
、「
国
保
・

後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
概

要
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
で
重
要
な
役
割
を
担
う
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
公
開
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
の
公
開
に
あ
た
り
、
今
後
、
管

理
・
操
作
方
法
や
活
用
方
法
等
に
つ
い
て

の
保
険
者
説
明
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

希
望
保
険
者
の
も
と
に
本
会
職
員
が
訪
問

し
、
本
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に
関
す
る
意

見
交
換
の
実
施
も
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
８
月
現
在
、
７
月
か
ら
月
次
デ
ー

タ
処
理
を
開
始
し
、
10
月
の
保
険
者
へ
の
公

開
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
24
年
度
分
か
ら
の
過
去
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
、
デ
ー
タ
量
が
多
く
全
国
的
な
作

業
で
も
あ
る
た
め
、
国
保
中
央
会
に
お
け

る
作
業
完
了
後
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
に
情
報
が
反
映
さ
れ
る
の
は
、
年
明

け
以
降
の
想
定
で
あ
る
旨
説
明
し
た
。

保
健
事
業
に
関
す
る

保
険
者
説
明
会

新
規
事
業
と
保
険
者
支
援
を
周
知

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト
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山崎泰彦氏 入野好市氏

平
成
26
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー

国
保
の
現
状
に
係
る
理
解
を
深
め
る

　

市
町
の
国
保
運
営
協
議
会
長
及
び
国
保

主
管
課
長
等
を
対
象
に
、
国
保
の
現
状
と
直

面
す
る
諸
問
題
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な

国
保
事
業
運
営
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
平
成
26
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、

８
月
26
日
（
火
）、
国
保
連
合
会
大
会
議
室

で
開
催
し
、
市
町
国
保
運
営
協
議
会
長
及

び
国
保
主
管
課
長
等
39
名
が
出
席
し
た
。

公
費
規
模
と
役
割
分
担
が

今
後
の
焦
点

　

初
め
に
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
長
入
野
好
市
氏
よ
り
、「
国
保
を
取
り

巻
く
最
新
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
平

成
26
年
８
月
８
日
に
国
保
基
盤
強
化
協
議

会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
中
間
整
理
を
中
心
に

説
明
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
、
国
保
が
抱

え
る
財
政
上
の
構
造
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
公
費
規
模
や
、
保
険
給
付
決
定
や
資

格
管
理
等
国
保
の
運
営
に
関
す
る
都
道
府

県
と
市
町
村
の
役
割
分
担
が
焦
点
と
な
る

た
め
、
国
や
医
療
保
険
部
会
等
の
動
き
を

　

来
春
の
通
常
国
会
に
は
、
国
保
制
度
改

革
等
の
医
療
保
険
制
度
の
改
正
法
案
が
国

会
に
上
程
さ
れ
る
。
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
に
伴
う
社
会
保
障
四
分
野
（
少
子
化

対
策
、
年
金
、
医
療
、
介
護
）
の
改
革
の

最
後
の
重
要
法
案
で
あ
る
。

　

国
保
制
度
改
革
で
は
、
市
町
村
か
ら
都

道
府
県
へ
の
保
険
者
の
移
管
が
争
点
に
な

っ
て
い
る
。
国
民
会
議
報
告
書
の
提
案
を

受
け
て
、
社
会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

で
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、

一
般
の
理
解
に
は
か
な
り
誤
解
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。

　

国
民
会
議
報
告
書
で
は
、「
財
政
運
営

の
主
体
（
保
険
者
）
を
都
道
府
県
と
し
…
」

と
し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
都
道
府
県
が

医
療
提
供
体
制
に
係
る
責
任
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
重
視
す
る
一
方
、
併
せ
て
市
町

村
が
担
う
べ
き
保
険
料
収
納
や
医
療
費
適

正
化
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、「
分
権
的
な
仕
組
み
」
を
目

指
す
べ
き
方
向
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
単
純
な
都
道
府
県
保
険
者
で
は
な

く
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
保
険
者
機
能

を
分
担
す
る
「
共
同
保
険
者
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

市
町
村
、
都
道
府
県
の
共
通
の
要
望
事

項
は
、
多
額
の
財
政
赤
字
の
解
消
と
、
そ

注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学

名
誉
教
授
・
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
会

議
委
員
山
崎
泰
彦
氏
よ
り
、「
国
保
制
度
改

革
を
巡
っ
て
」
と
題
し
、講
演
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
講
演
内
容
を
踏
ま
え
て
山
崎
氏
よ

り
次
の
と
お
り
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

の
財
源
と
し
て
の
被
用
者
保
険
の
後
期
高

齢
者
医
療
支
援
金
に
お
け
る
総
報
酬
割
の

導
入
に
よ
る
財
源
（
２
４
０
０
億
円
）
の

優
先
的
活
用
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
要
望
と
し
て
は
う
な
ず
け
な
く

は
な
い
が
、
被
用
者
保
険
や
全
国
の
市
町

村
国
保
の
関
係
者
の
幅
広
い
合
意
を
得
る

に
は
、
財
政
赤
字
を
生
む
構
造
的
な
要
因

の
詳
細
な
分
析
に
基
づ
く
対
応
が
必
要
で

あ
る
。

　

財
政
赤
字
の
大
部
分
が
大
都
市
国
保
の

法
定
外
繰
入
れ
で
あ
る
こ
と
、
65
歳
未
満

の
年
齢
層
の
偏
り
を
調
整
す
る
財
政
措
置

が
な
い
こ
と
、
精
神
・
神
経
系
疾
患
が
国

保
に
偏
り
制
度
間
の
医
療
費
格
差
の
要
因

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
同
じ
都
道
府
県
内

に
あ
っ
て
も
市
町
村
間
で
保
険
料
収
納
率

や
年
齢
構
造
調
整
後
の
実
質
医
療
費
に
著

し
い
格
差
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

ま
た
、
財
政
赤
字
に
対
し
て
は
、
都
道

府
県
単
位
で
の
財
政
安
定
化
基
金
の
設
置

の
検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

国
費
等
の
税
財
源
の
思
い
切
っ
た
追
加

投
入
が
不
可
欠
だ
と
し
て
も
、
そ
の
効
果

的
・
効
率
的
な
投
入
と
い
う
観
点
か
ら
、

構
造
的
要
因
に
着
目
し
た
き
め
細
か
い
方

策
の
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト
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歩　　数：22,203歩 実際歩いた距離：12.2km
所要時間：4時間5分（休憩含む） 消 費 カ ロ リ ー：483kcal（約焼き餃子大5個分）

参考データ

歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

あの道この道あの道この道

　今回も「関東ふれあいのみち」の中から紹介しま
す。春と秋に販売店約50店舗の他、約500のテントが
立ち並ぶ「陶器市」が開催されることでも有名な益子
町を通る真岡鐡道益子駅をスタートし、街中から高館
山を登り、本堂厨子、桜門、三重塔、山門など国指定
重要文化財を有する西明寺を抜け、益子県立自然公園
益子の森へと進みます。益子の森は、アカマツ、コナ
ラ、クリ等でおおわれた里山林で、林内には芝生広場

なども整備され、トリム施設も設置されています。そ
の後、緑豊かな雑木林を抜け、室町時代に建設された
国指定重要文化財の表門を有する円通寺を通り、七井
駅がゴールとなるコースです。
　今回は、蝉の鳴き声がこだまし緑あふれる道を、汗
をかきながら歩きましたが、これからの季節は、紅葉
を楽しみながら爽やかな風を感じて歩くことができる
コースです。

関東ふれあいのみち
　「焼き物としいの木のみち」を歩こう

④散策路には樹木や野鳥の
解説版も設置されています。

②複数の国指定重要文化財
を有する西明寺

③権現平からは八溝の山 を々
眺望できます。

⑤室町時代に建設された表門
を有する円通寺

⑥ゴールの七井駅

⑦蒸気機関車も走る真岡鐡
道（写真はディーゼル車）

①スタートの益子駅には、益子
焼のオブジェがあります。

⑤室町時代に建設された表門
を有する円通寺

⑥ゴールの七井駅

⑦蒸気機関車も走る真岡鐡
道（写真はディーゼル車）

①スタートの益子駅には、益子
焼のオブジェがあります。

今回紹介したウォーキングマップは、
「栃木県/関東ふれあいのみち」
（http//www.pref.tochigi/lg/jp/d04/intro/shizen/kouen/kantoindex.html）を転載しております。

※なお、上記データは編集者が歩いたデータになりますので、コース上の記載データとは異なります。



25

２日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 宇都宮市
３日　第三者行為損害賠償求償事務保険者等巡回訪問 鹿沼市
７日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 大田原市
10日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 栃木市
16日　第三者行為損害賠償求償事務保険者等巡回訪問 下野市
18日　審査委員会（18〜21日） 審査委員会室
22日　介護給付費審査委員会（16：00〜） ９階会議室
　　　市町村国保運営協議会委員研修会 宇都宮市東市民活動センター

６日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 那須塩原市
８日　レセプト医療機関休日受付（9：00〜17：00） ６階レセプト受付窓口
13日　事務部会（13：30〜） ９階会議室
　　　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 那珂川町
17日　監事会（10：30〜） ９階会議室
18日　審査委員会（18〜21日） 審査委員会室
19日　第三者行為損害賠償求償事務保険者等巡回訪問 小山市
20日　国保制度改善強化全国大会 東京都日比谷公会堂
21日　介護給付費審査委員会（16：00〜） ９階会議室
26日　理事会（14：30〜） ９階会議室

３日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 鹿沼市
５日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 下野市
10日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 市貝町
18日　審査委員会（18〜21日） 審査委員会室
19日　介護給付費審査委員会（16：00〜） ９階会議室

11
月

10
月

12
月

編 

集 

後 

記

　

前
号
か
ら
「
歩
こ
う
、
歩
こ
う
！
あ
の

道
こ
の
道
」
で
紹
介
し
て
い
る
「
関
東
ふ

れ
あ
い
の
み
ち
」。
今
回
も
上
司
２
人
と
共

に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
歩
い
た
後
の
秘

か
な
楽
し
み
が
、
コ
ー
ス
最
寄
り
の
「
道

の
駅
」
に
て
食
べ
る
打
立
て
の
お
蕎
麦
と

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
。「
最
後
の
お
楽
し
み
」

が
あ
る
と
足
取
り
も
軽
く
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
以
上
に
摂
取
し
て

い
る
こ
と
は
秘
密
で
す
。　
　
　
（
Ｔ
・
Ｈ
）
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国保連合会からのお知らせ

●ラジオ
　放 送 期 間：平成26年10月１日（水）から31日（金）まで
　放送時間帯：月～金　７：00～８：00及び
　　　　　　　　　　　17：00～18：00の間　各１回
　　　　　　　土・日　10：50～11：00の間及び
　　　　　　　　　　　17：50～18：00の間　各１回

●新聞
　掲 載 日：平成26年10月26日（日）
　掲載新聞：下野新聞

特定健診受診啓発のための、新聞及びラジオ放送による広報を実施します。

詳しくは、事業振興課　事業振興担当までお問い合わせください。（TEL：028－622－7815）
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